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チャートという岩石

　火山地帯以外の河原では、 チャートと

いう岩石の小石をいっぱいひろうことがで

きます。 チャートは硬くて風化や摩滅に

とても強いので、 小石として残っている

からです。 チャートには、 白、 灰、 黒、

緑、 赤、 褐色など、 いろいろな色あい

のものがあって、 それぞれが違う種類の

岩石と誤解されることがあります。 チャー

トにみえても、 調べてみると、 流紋岩や

酸性凝灰岩であったり、 碧玉や石英脈、

ときには珪化木であったりします。 岩石

を識別するときには、 みかけや色にまど

わされないようにします。 一般に、 岩石

は動植物と違って、 形や大きさや色など

が決まっているわけではありません。 そ

の区分は生成史をあらわすような基準で

なされているので、 岩石の成因がわから

ないと、 岩石を分類あるいは区分するこ

図 3　チャートの後方散乱電子像． チャー

トと周囲をうめる二次的シリカの沈殿物，

およびチャート内をうめるマンガン緑泥岩．

とができないことがあります。

　チャートという岩石名は、鉱物学的には

微細な石英の集合で、 化学的にはほと

んどシリカ（SiO2）からなる堆積岩につけら

れたものです。 あまりに純粋な組成であ

るために、 かつては化学的に沈殿した岩

石と考えられていました。 しかし、 チャー

トは放散虫骨格や珪質海綿の骨針といっ

た珪質生物の遺骸からなる生物岩で、

中 ・ 古生代の地層を特徴づける岩石だっ

たのです。 チャートというには、 地表の

どこかに堆積したかを、または化石が入っ

ていることを示さなければなりません。 硬

くて緻密な岩石をチャートと思いこんでし

まうと、 前述のように、 硬いシリカの岩

石ならばなんでもその中に入ってしまうの

で、 以前にはチャートという用語はまるで

ゴミ箱のようなものとなっておりました。

　チャートをフッ酸でエッチングすると、

その断面に静かに乱されずに堆積したこ

とを示す微細な縞もようを見ることができ

ます （図 1）。 その上部では縞もようが

の深海堆積物というわけです。 ところが、

チャートは造山帯を特徴づける岩石の一

つなので、 チャートが海洋プレートで遥か

彼方から移動してきて、 造山帯に付け加

えられたことを示唆することになりました。

このことは古地磁気の測定で証明され、

プレートテクトニクスを地質学的に実証す

るのに大きく貢献しました。

　チャートの成因がわかったのですが、

放散虫がいなかった先カンブリア時代に

もチャートがあります。 それはいったい何

からできているのでしょうか。カナダやオー

ストラリアの先カンブリア時代のチャートを

調べてみると、 正体不明の微化石の集ま

りで、 やはり生物源でした。 プレパラー

トでは卵形の断面がみられ （図 4）、走査

電子顕微鏡ではそれらがびっしりと集まっ

ているのがわかります （図 5）。 こうしたこ

とは、 チャートは、 シリカの骨格や殻をも

つ生物の進化や多様性に対応しながら、

海水のシリカ ・ バランスを保ってきたことを

あらわしているのかもしれません。
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図 1　チャートをフッ酸腐食した断面． 約

1cmの厚さの中に， 堆積してできた無数

の縞もようがみえる．

図 2　白亜紀チャートのフッ酸腐食面の走

査電子顕微鏡像．

図5　図 4のチャートの走査電子顕微鏡写真．

図4　薄片でみたオーストラリアの先カンブリア時代のチャート．

浸食されているので、 堆積

したときの上下方向 （重力

の方向） もわかります。 散

点する小さな粒々は大きめ

の放散虫化石です。 走査

電子顕微鏡で拡大すると、

チャートがたくさんの放散虫

の集まりであることがわかり

ます （図 2）。 研磨面の後

方散乱電子像は、 チャート

が放散虫化石と二次的に析

出して周囲を埋めたシリカ

からなっていて、 他に微量

の粘土鉱物や鉄質あるいは

マンガンの鉱物をふくむこと

を示しています （図 3）。 そ

して、 陸域から運ばれてく

る砂粒がふくまれていないこ

と、 石灰質のものがふくま

れていないことが、 チャー

トの重要な特徴です。 砂粒

がないのは、 堆積場が陸

から遠く離れていたことを、

石灰質のものがないことは、

堆積場が 4千メートルより

深いことを意味しています。

つまり、 チャートは遠洋性


